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有害生物管理:Integrated Pest Management)に切り替わった。約 20 年の間に IPM の認知度は
上がったが、十分な体制を整えて実行できない館は依然として多数ある。 
 IPM 導入館のうち多くは、館職員と専門業者による IPM を行っているが、九州国立博物館・
愛知県美術館・岐阜県美術館の 3 館では、市民も一緒に IPM に取り組む市民共同型 IPM の体
制を築いている。そこで、市民協働型 IPM を行っている施設の IPM 体制を比較し、市民協働
型 IPM に必要な要素を明らかにし、今後市民協働の IPM を行う施設を行う施設を増やすため
の示唆を得ることを目的とした研究を行う。 
プレ調査の結果、市民 IPM には①支援者増員による館全体の IPM の促進、②文化財保存の
教育普及効果、③IPM 支援者は増えるがボランティアマネジメントの負担も大きい、といった
特徴が分かった。 
 本調査では、調査対象を既に市民協働型 IPM を行っている 3 館 4 団体と、導入を計画してい
る熊本市現代美術館とし、インタビュー調査と可能な限りでの参与観察・非参与観察を行った。
その結果を非営利組織のマネジメント体系に沿って、「ミッション・目標の方策」「戦略的な方策」





Conservation of cultural property at museums has historically high expertise In Japan. 
Various volunteer activities are carried out in the museums, but less opportunities for 
making the preservation of cultural assets. Recent global ecoactivity made methyl bromide 
ban and method of conservation of cultural property has changed into IPM (Integrated Pest 
Management). 
Kyushu National Museum, Aichi Prefectural Museum of Art and The Museum of Fine Arts, 
Gifu have built a system of IPM with citizens.My intention of this study in to compare the 
IPM systems of the facilities where perform civil collaborative IPM, to clarify the elements 
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required for the system, and to obtain suggestions for increasing the facilities introduce civil 
collaborative IPM in the future. 
Results of the pre-survey showed that ①Necessity of promoting IPM to whole museum by 
increasing supporters, ②Educational effect of cultural heritage preservation, ③Heavy 
burden on staff  for volunteer management and to increase of supporters. 
In this survey, I interviewed the staff of the museums where IPM with citizens is already 
carried out or planning to put into effect. I summarized the results into three levels of 
“ mission and Object”,  “Strategy”, and “Tactics” along with the management system of the 
non-profit organization. 
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る可能性がある、という事情もある(平成 26 年度第 36
回文化財の虫菌害・保存対策研修会より)。 
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2 立正大学仏教学部監修(2012)および渡邊(2013) 
3 本田,森田(2012)および、九州国立博物館館職員へのイ
ンタビュー(平成 26 年 9 月 17 日～10 月 1 日)による。 
 そこで、本論文では、市民協働型 IPM を行って
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7 嵯峨(2011)64 ページ 
8 嵯峨(2011)65 ページ 
9 渡辺(2013) 
10 http://www.bunka.go.jp/volunteer/ 
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18 三浦(2009) 
19 『市民協働 IPM 活動に関する研究会-発表の記録と資
料-』135 ページおよび、九州国立博物館職員へのインタ
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ての講義が 2014 年に初めて設けられた。館内 IPM
を効果的に行うためには館長を含む全員の理解と
協力が必要であるためである。 












   






                                                         





(3)光    目に見える光(可視光線) 
       目に見えない光(紫外線・赤外線) 
(4)空気汚染 大気汚染(硫黄酸化物、窒素酸化物、
塩化物、塵埃) 
       室内汚染(塵埃、有機物、アルカリ性
物質、アルデヒド類、硫黄・硫化物) 
(5)生物   微生物(カビ、苔類、地衣類等) 
       動物(昆虫、鳥等) 






























静岡文化芸術大学大学院                                                  
文化政策研究科 










































                                                         
























収蔵庫事故 IPM などを反省する改善策でもある27。 
 
2-4 海外の IPM 
 日本の IPM の概念は、欧米での IPM の手法を輸
入して作られている。日本でよく紹介されているの
は 、 カ ナ ダ 文 化 財 研 究 所 （ CCI:Canadian 








東京都文化財研究所の木川りかと CCI の T.スト
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後に B ランクのギャラリー、D ランクに収蔵品が
ないエリアと続く。このような IPM エリア管理は
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館（Victoria 













                                                         
29 木川,T.Strang(2010) 
30 木川(2012)  
る活動報告やシンポジウムなどを行ってきた。  


































                                                         
31 九州国立博物館館職員プレ調査インタビュー(平成 26
年 4 月 23～26 日)より 
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第三章 市民協働型 IPM に関するプレ調査 
 
3-1 九州国立博物館へのプレ調査概要 
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 12 の部会のうち、博物館の IPM 支援を行ってい
るのが、環境部会である。2014 年現在、第 3 期（2011











異なる。IPM ボランティアの草創期であった 1 期
では、誰が作業しても同じ成果を得られるようなマ







動は、1 期 2 期 3 期と継続して行われている。 
 
3-3 市民協働型 IPM に関するプレ調査結果 
①支援者増員による館全体の IPM の促進 
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4-1-3 岐阜県美術館 虫パトロール隊 
 岐阜県美術館は、「美とふれあい、美と対話する」
をテーマに 1982 年に開館した美術館である。 


































                                                         
36 廣江(2013) 
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けは、2008 年 12 月に、当時保存や IPM を担当し
ていた学芸員が、「IPM のうち、サポーターにもで
きる活動がある」と提案したことである。その後、
市民 IPM を導入するまでに 1 年以上の時間をかけ
て館職員内での話し合いや調整が行われ、2010 年
5 月に第一回の虫パトロールが行われた(岐阜県美













10 月 2 日実施による)。 
 
5-4 研修・モチベーション管理について 
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後も、IPM 支援を続けたい人は NPO ミュージアム
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へのインタビュー9月 17日～10月 1日実施による)。 
 





















































静岡文化芸術大学大学院                                                  
文化政策研究科 









5-7 市民 IPM の活動範囲 










































































型 IPM の鍵となるだろう。 
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①館職員全員と市民を含めた IPM 計画の確立 








 また、館職員全員の協力のもと IPM が行える素
地が築かれた上での、市民 IPM の導入であること
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のための IPM ポリシー(日本では IPM 体制、IPM
モデルなどと言われているものに近い)のテンプレ
ートを策定できると良いだろう。例えば、
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嵯峨生馬 .2011.『プロボノ 新しい社会貢献 新しい働き
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〈参考 URL〉 
文化庁 HP. http://www.bunka.go.jp/volunteer/(2014 年
12 月 20 日) 
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MuseumPests.net http://museumpests.net/(2014 年 12
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MuseumPests.net 
http://museumpests.net/wp-content/uploads/2014/03/2
-FINAL-Policy_Template.pdf(2014 年 12 月 20 日) 
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嵯峨「プロボノ 新しい社会貢献 新しい働き方」(2011)より引用、筆者加筆  
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図表 2 プロボノと他のボランティアの関係 
 
 
図表 3 プロボノプロジェクトのマネジメントに関する基本的な枠組み 
嵯峨「プロボノ 新しい社会貢献 新しい働き方」(2011)より引用 
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ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 虫パトロール隊参加者 B1,B2,B3 
参与観察 虫パトロール隊のウォッチング、モニタリング 
愛知県美術館(2014年8月27日)  
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 保存担当学芸員、 A1,A2,A3,A4,A5,A6,A7 















NPO 法人ミュージアム IPM サポートセンター（九州国立博物館）(2014年9月17日～10月1日) 
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 保存担当学芸員・職員、元博物館科学課職員 A1,A2,A3,A4,A5,A6,A7 
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図表 5 調査結果一覧 
 
